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つつみ ゆきな

質問者堤 由命議員（3番）

1 大きな災害の対策について

つつみゆきな

ただいまの堤由命議員のご質問にお答え申し上げます。

大きな災害の対策について、でありますが、沼田市では、気象情報

により災害が起こりそうな場合には、早めに避難情報を発信すること

として、皆さんをお守りする体制を整えているところであります。

そして、万が一、大きな災害が起きた場合の防災活動として、「自

助」「共助」「公助」という3つの活動があります。まず、「自助」

ですが、これはご自分の命はご自分で守る活動になります。次に「共

助」は、被災された方々が互いに助け合うといった地域ぐるみの防災

活動であります。そして、「公助」は、自衛隊や警察・消防などの、

公の機関で救助を行うことになります。 G

つつみ

堤議員のご家庭で行っている「非常時の持ち物」や「家族との避

つれひごろ そな

難場所の確認」など常日頃の備えは、「自助」の活動になり、非常

にすばらしいことであります。市においても、避難所の案内や万が一
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夏
に備えてを記載した防災マップを作成しておりますので、是非、これ

らもご確認いただければありがたいと思います。

次の、「共助」につきましては、市では年1回各小学校区ごとに地

はか

域防災訓練を実施しており、地域全体での防災意識の向上を図って

いるところであります。

そして、最後の「公助」ですが、当市といたしましても最重要施策

の一つとして努めているところであり、皆さんの命を守るために、自

衛隊や警察・消防との連携に努めているところであります。

また、避難された方々の「避難所生活」に不快を感じさせないこと

びちく

も必要でありますので、避難所の確保や非常食などの備蓄を行ってお

ります。さらに、備蓄品などの不足を生じないように、関係団体や各

そる

企業と「災害協定」を結び、非常食や生活用品などを不足なく揃え

られるように努めているところであります。

つつみゆきな

以上申し上げまして、堤由命議員のご質問に対する答弁とさせて

いただきます。
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2ひらい みな

質問者平井美名議員（8番）

1 沼田市に「沼田資料館」を作ってほしい。

ひらいみな

ただいまの平井美名議員のご質問にお答え申し上げます。

沼田についての資料や情報を集めた施設をつくってほしいについて

ひらい

でありますが、平井議員が教育委員会の推進している「沼田大好きふ

るさと学習」で沼田の歴史や地形などを学び､理解を深められ、「沼

田がとてもすばらしい所である」と分かっていただいたことは、大変

うれしく思います。

現在､沼田の歴史を系統的に学んだり、紹介するための歴史資料館

はありませんが、平成27年10月に、商業ビルとして整備されたグ

リーンベル21を再生とその整備方針をまとまた「グリーンベル21

活用基本構想」を策定しました。その中で、歴史資料館をグリーンベ

ル21の中に位置づけ、その設置に向けて準備を進めているところで

あります。

ひらい ‘

歴史資料館の設置により、平井議員のご意見のように沼田の小学
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生や中学生が「沼田大好きふるさと学習」でより多くの歴史資料を学

くる機会を増やすとともに、貴重な文化財を展示し、沼田の歴史につ

いての情報提供・情報発信を行い、多くの人に沼田を大好きになって
1

ほしいと考えております。

次に､できるなら沼田城を再建し、その中に沼田資料館をつくって

ほしいについて:でありますが、沼田城の再建につきましては、現在、

じようせき しようほう しるえず

沼田城跡の発掘作業を進める中で「正保の城絵図」に描かれた天

、

守と石垣の位置の特定､、その歴史的な史実の確認を進めることが大切

であると考えておりますので､引き続き、発掘作業の成果を検証し、

県を始め、関係機関と協議しながら、調査・研究してまいりたいと考

えております。

沼田についての資料や情報を集めた「沼田資料館」につきましては、

広範囲にわたる資料の収集や建設費用を含め、財政状況等を考慮しな

がら研究してまいりたいと考えております。

ひらいみな

以上申し上げまして、平井美名議員のご質問に対する答弁とさせ

ていただきます。
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もろた ともや

質問者諸田智也議員（17番）
0

1 保育園・幼稚園とお年寄り

． もろたともや

ただいまの諸田智也議員のご質問にお答え申し上げます。

保育園・幼稚園とお年寄りについて、でありますが、全国的に少子

高齢化が進行している中、本市においても人口が減少する一方で高齢

しゆつしようすう

化が進行し、平成27年度では人.p1, 000人あたりの出生数

が6．6人に減少、また、本年4月の高齢化率が30. 4%と約3人
、

しせつ

に1人が65歳以上となり、高齢者施設の需要の増加が見込まれてお

ります。

たよう ささ

一つの施設に高齢者､障害者、子どもなど、多様な利用者が支え

あ

合いながら福祉サービスの提供を行うことは、子どもとふれあうこと

で高齢者が自分の役割を見つけ、意欲が高まることによる日常生活の

改善や会話の促進などの効果が期待され、また、子どもが高齢者と接

することで思いやり･や優しざを身につける機会となるなどのメリット

あ

が挙げられております。こうしたことを受けて、民間では取り組み始
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めた状況であります。市としても、こうした取り組みについて、支援

していきたいと考えていおります。

これから、高齢者・障害者・子どもなど全ての人々が、地域、暮ら

とも つく

し、生きがいを共に創り、高め合う「地域共生社会」の実現が必要

になってくると考えておりますので、議員皆様に住みよい町づくりの

協力者になっていただきたく、お願い申し上げます。

もるたともや

以上申し上げまして、諸田智也議員のご質問に対する答弁とさせ

ていただきます。
5
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あぺ もも

質問者阿部百々議員（20番）

1 沼田市の英語教育について

もも

ただいまの阿部百々議員のご質問にお答え申し上げます。

沼田市の英語教育について、でありますが、沼田市では、文部科学

省から、英語教育強化地域拠点事業として、平成26年度から平成

29年度までの4年間の研究指定を受け、沼田東小学校、沼田北小学

校、沼田中学校が、新学習指導要領の改訂に向けて、英語教育の改善

に取り組んでおります。

現在、政治や経済、文化などの様々な面で、国や地域の枠を越えて

やり取りが行われるグローバル化が進展する中で、阿部議員のご指摘

のとおり、日本人の英語力の向上は、とても重要となってきておりま

す。特に、 2020年には、東京オリンピック・パラリンピックが行

われる予定であり、多くの外国の人たちを迎え入れ､触れ合う機会も

増えてくるものと思われます。

そのため、阿部議員からご提案のあった、外国人観光客との交流や
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国際交流事業を実施し、中学生がボランティアとして参加することは、

生きた英語に触れる機会を作っていくという面で、とても効果的なこ

とであると思います。

そこで、沼田市国際交流協会では、毎年、国際交流フェスティバル

を開催しており、今年は、今月26日に開催しますので、関係部局や

はか．

関係機関等と連携を図り、中学生などが、これらの外国の人たちと

交流できる行事に、より多く参加していけるように働きかけてまいり

たいと考えております。

また、沼田市の子どもたちの英語力を向上させる具体的な方策につ

いてでありますが、現在、英語教育強化地域拠点事業において、小学

校の5 ．6年生で実施していた英語活動を3 ．4年生に学年を引き下

げて実施したり、 5 ．6年生では、英語を教科として実施したりして

『

とりく ‐

おり、来年度から、これらの取組みを他の小学校においても、段階的

に実施していけるように、準備を進めているところであります。

もも

以上申し上げまして、阿部百々議員のご質問に対する答弁とさせて

いただきます。
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こまが みねゆうり

質問者駒ケ峯悠吏議員（22番）

1 グリーンベル21についての質問と要望

こまが みねゆうり

ただいまの駒ヶ峯悠吏議員のご質問にお答え申し上げます。

グリーンベル21の今後の活用についてでありますが、グリーンベ

ル21は、平成5年4月のオープン以来、多くの皆さんに利用されて

、

たいてん

きましたが、商業環境が大きく変化する中、相次ぐテナントの退店

Q はか

により、商業ビルとしての機能を失い、中心市街地の活性化を図る

ためには、ビルの再生が大きな課題となっています。

このような中、市では、平成26年にビル全体の所有権を取得し、

複合施設としての活用に向けて検討を重ね、現在は分散し、老朽化し

ている市役所等の移転・集約をはじめ、多様な世代や様々な活動を支

援する市民活動施設として、具体的には、市民活動やボランティアな

どを行う団体の拠点施設である「市民活動センター」を現在の保健福

祉センターから移設拡充するとともに、障害者の働く場として「福祉

ショップ」や「作業所」を移設拡充するほか、小さなお子さんや高齢

、
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者の活動を支援する施設等の整備に向けて、今年度、ピルの設計業務

を進めております。

にぎ こまが みね

賑わいの創出と利便性向上のため、駒ヶ峯議員がご提案されてい

る商業施設等の設置や市民をはじめ、学生の皆さんが気軽に利用でき

る施設の整備も重要となりますので、商業テナントの誘致に加え、自

由で、気軽に利用できる施設や多目的に利用できるイベントスペース

の整備等についても調整しているところであります。

･グリーンベル21は、オープンから20年以上が経過しており、今

後は、屋上や外壁等の補修、設備等を更新するとともに、複合施設と

しての利用にあわせた改修を行い、皆さんに親しまれ、活用していた

だける施設となるよう事業を進めております。

こまが みねゆうり

以上申し上げまして、 駒ヶ峯悠吏議員のご質問に対する答弁とさ

せていただきます。

‐
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かねこ たいしん

質問者金子大伸議員（13番）

1 現在の沼田市の町づくり

かねこたいしん

ただいまの金子大伸議員のご質問にお答え申し上げます。

現在の沼田市の町づくりについてでありますが、今年はNHKの大

河ドラマ「真田丸」の放送によって、「真田丸展｣への来場者をはじめ、

本町通りには多くの観光客が訪れていただき、大変有り難いことであ

ると思っております。

また、金子議員ご指摘のとおり、多くの観光客を迎え入れるには、

おもてなしが重要であると考え、本町通りにおいては､本年3月の

｢真田丸展」オープンに併せ、中町にある六齋広場において、沼田市
ノ

の名産品などを紹介するイベントのほか、各店舗においては、商店街

の皆さんが中心となって、真田丸の絵である「丸絵」を展示して、観

光客に楽しんでもらうような取り組みをしております。

今後も引き続きイベントなどの実施により、観光客に、楽しんでも

らい、また来たいと思ってもらえるように、沼田市の魅力を発信して、

－1－



6
観光客の増加に努めてまいりたいと考えています。

また、中心市街地である本町通りにつきましては、かつてのにぎわ

いや活気を取り戻すため、土地の形を使いやすくする区画整理事業を

実施しており、中心市街地にある空き地についても､商店や広場等へ

の整備が予定されています。さらに、上之町では「農産物直売所」の
へ

設置や、文化財である「旧沼田貯蓄銀行」を移築するなど、特産物や

い

歴史を活かした街づくりにも努めています。本町通りにある空き地利

用についてご提案をいただきま･したので、今後の区画整理事業を進め

るうえで、貴重なご意見とさせていただいと思います。

かねこたいしん

以上申し上げまして、金子大伸議員のご質問に対する答弁とさせ

ていただきます。

、

－2－



7
つのだ たかのり

質問者角田貴紀議員（7番）

1 中心市街地を明るくし、観光客に来てもらうために

つのだたかのり

ただいまの角田貴紀議員のご質問にお答え申し上げます。

中心市街地を明るくし、観光客に来てもらうために、についてであ

りますが、中心市街地である本町通りにつきましては、かつてのにぎ

わいや活気を取り戻すため、土地を使いやすい形にして並び替えをす

る土地区画整理事業を実施するとともに、上之町にある天狗プラザ周

辺の歩道については、利根実業高校と連携しながら花壇の整備を行い、

｢森林文化都市」としてのイメージアップにも努めています。

角田議員のご提案は大変素晴らしいと思いますので、本町通りの花壇

の整備が行われていない場所についてもイメージアップが図れるよう

検討してまいりたいと考えております。

また、土地区画整理事業に併せて、文化財である「旧沼田貯蓄銀

い つと

行」を移築するなど、歴史を活かした街づくりにも努めており、グ

リーンベル21においては、平成27年10月にグリーンベル21の
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再生とその整備方針をまとめた「グリーンベル21活用基本構想」に

歴史資料館を位置づけ、沼田市において保存してある貴重な歴史資料

じだい

を展示公開し、次代へ継承する施設として、平成31年7月開館に向

けて準備を進めているところであります。

今後、多くの観光客が本市へ来てもらえるよう文化財等の活用を研

究してまいりたいと考えております。

つのだたかのり

以上申し上げまして、角田貴紀議員のご質問に対する答弁とさせ

ていただきます。
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ひきめ か・ ぐみ

質問者蟇目香果雅議員（10番）

1 ゴミを減らすために私たちができること

ひきめ かぐみ

ただいまの蟇目香果雅議員のご質問にお答え申し上げます。

ごみを減らすために私たちができることについてでありますが、ご

みを減らすために市が行っている対策としましては、みつつのR、つ

まり「リデュース、ごみを減らしたり出さないようにすること。リユ

－ス、ものを繰り返し使うこと。リサイクル、いらなくなったものを

ー

原材料にして、同じものや他のものを作ること。」のスリーアールの

活動を進めていくことが、重要な取り組みであると考えております。

その中でも特に「リデュース」、つまり、ごみを出さない、ごみを

◆ みな

減らすということを市民一人ひとりが考え、皆さんが一丸となって

取り組んでいただくために、市の広報紙やホームページで繰り返し広

く呼びかけております。

また、自分の住む町を自分たちできれいにすることは、とても大切

' はる

なことです。市では、多くの市民の皆さんのご協力をいただき、春

－1－
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いつせいせいそう どうろ かせん かんきようぴか

と談に市内の一斉清掃として道路や河川などの環境美化に取り組

んでおります。

ひきめ

蟇目議員がおっしゃるように、ごみを見つけたら自分のごみでな

くても市民の皆さん一人ひとりが親切な心を持って落ちているごみを

ひろ

拾うようになったり、自分の住む町をきれいにしようと考えていた

だければ沼田市も、もっともっときれいになっていくと思います。

沼田まつりは、毎日ボランティアの方にお祭りの会場となる道路な

ひろ

どのごみ拾いをしていただいております。今後は、いろいろなお祭
、

りやイベントの時にも、みなさんが「ごみを出さない、ごみを減らす

こと」を広められるイベントを考えてまいりたいと思います。

ひきめ かぐみ

以上申し上げまして、蟇目香果雅議員のご質問に対する答弁とさ

せていただきます。

〃
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やました りょう．

質問者山下遼議員（1番）

1 商店街の活性化について

やました りょう

ただいまの山下遼議員のご質問にお答え申し上げます。

商店街の活性化についてでありますが、市では商店街にかつてのよ

うなにぎわいや活気を取り･戻すため、平成10年から中心市街地土地

区画整理事業に取り組んでおります。

この事業は、今住んでいる人や商売をしている人の土地を使いやす

い形にして並び替えながら、道路を広げたり広場などを整備するもの

です。この事業を実施することにより、中心市街地における商店等の

整備や誘致を進めながら、高齢化社会に対応した街づくりに取り組ん

でまいりたいと考えております。

●

次に、グリーンベル21の活用についてでありますが、商業ピルと

して整備されたグリーンベル21を再生するため、市では、平成26

年にビル全体の権利を取得し、市の庁舎を移転するとともに、お子さ
●

んから高齢者まで、多くの皆さんが利用できる施設や商業施設などを
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整備する計画であります。

山下議員がご提案されているお店や娯楽施設などの整備は大変重要

であると考えています。そこで､現在、食料品を扱うお店など、商業

しみんかつどう．しせつ ．

施設の誘致に努めているとともに、市民活動施設として「歴史資料

館」をはじめ、子育てや親子での交流を支援する「子ども広場」、高

齢者の交流拠点となる「交流サロン」や「福祉カフェ」などを整備す

るほか、ご質問いただきました気軽に利用できる施設として「イベン

トスペース」や「トレーニングスペース」などの設置についても調整

しているところであります。

やました りょう

以上申し上げまして、山下遼議員のご質問に対する答弁とさせて

いただきます。
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りんか

質問者入澤凛果議員（6番）

1 沼田の自然環境を活かす

イ

いりさわりんか

ただいまの入澤凛果議員のご質問にお答え申し上げます。

果物の新品種の開発についてですが、市内には120を超える数の

りんご農園があり、市内にあります群馬県の施設「中山間地園芸研究

センター」で新品種の開発を行っております。「ぐんま名月」をはじ

ぺにづる

め全部で7品種が開発されており、今年8月には「紅鶴」が新たに

品種登録されております。

また、 SNSを活用した積極的な発信についてでありますが、本市

の、りんごやその他の農産物、農業に関する取り組みなどを、ツイッ

ター、フェイスブック等のSNSを活用して情報発信を行っておりま

す。さらに、フェイスブックでは、りんご狩りの新たなサービスであ

る「沼田ピクニック」、「ぬまたブランド農産物」、「上州沼田真田

ひょうろうがん

兵糧丸」のページを開設し、情報やメッセージを発信しております。

市では、新品種の栽培推進を図るとともに、 SNS等を活用した積

』
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極的な情報発信を行い、観光農園を訪れたお客さんが喜んでいただけ

るよう、県や各関係機関と連携し、生産者支援の推進を図ってまいり

たいと考えております。

ゆうすい

次に、玉原の湧水をはじめとした豊かな水資源を活用した産業や

仕事を考えているのかについてでありますが、沼田市は「沼田用水」

や「城堀川」などが、古くから沼田の水道水や農業の他多くの産業に

利用されており、現在でも多くの市民に利用されているところであり

ます。

こうした水資源を活用した産業や仕事ですが、水そのものの産業は

まだ計画がありませんが、今後、沼田市に工場や企業を作ってもらう

ために、地下水の調査などを行っております。

最後に、「川や水を利用した公園を整備する予定はあるのか」につ

いてでありますが、現在、市内には、川や水を利用した公園は5カ所

たも

あり、川や水を利用した公園施設は、水をきれいに保つための浄化

施設や水質検査などが必要となり多額な費用が掛かるため、すぐに新

たな公園を整備することは難しい状況にありますので、既に水を利用

－2－



夏0

した公園であります「城堀川緑地」や「さぎいし公園」の施設管理を

充実させていきたいと考えております。

、 いりさわりんか

以上申し上げまして、入澤凛果議員のご質問に対する答弁とさせ

ていただきます。
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